
任期最後の議会で市政課題を論議
根室市議会 ６月定例月議会 一般質問

６
月
17
日
～
20
日
に
改
選
前
最
後
と
な
る
根
室

市
議
会
６
月
定
例
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

17
日
に
行
わ
れ
た
日
本
共
産
党
市
議
団
の
一
般
質

問
の
一
部
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【

鈴
木

一
彦

】
一
般
質
問

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

（
質
問
）
物
価
高
騰
の
現
状
は
悪
化
し
て
い
る
。
市
と

し
て
何
ら
か
の
対
策
を
立
て
る
べ
き
。

（
市
長
）
国
の
経
済
対
策
、
物
価
高
対
策
の
方
向
性

や
国
の
交
付
金
な
ど
財
源
対
策
を
見
極
め
な
が
ら

的
確
か
つ
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
。

（
質
問
）
国
の
動
向
を
待
た
ず
、
市
独
自
の
取
り
組

み
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
国
民
を
守
る
国
の
責
務
で
あ
り
対
応
が
重

要
。
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
自
治
体
の
取
り
組
み

が
一
体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｊ
Ｒ
花
咲
線
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

（質
問
）
存
続
に
む
け
た
今
後
の
方
向
性
は
？

（
市
長
）
国
に
存
続
を
強
く
訴
え
、
Ｊ
Ｒ
や
沿
線
自

治
体
と
一
丸
に
利
用
促
進
や
コ
ス
ト
削
減
に
取
り

組
み
、
地
球
探
索
鉄
道
花
咲
線
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
り
路
線
の
維
持
存
続
に
つ
な
げ
た
い
。

（
質
問
）
花
咲
線
存
続
に
向
け
た
財
源
と
し
て
北
方

基
金
の
活
用
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
北
方
基
金
の
事
業
は
新
規
事
業
や
高
額
な

事
業
が
採
択
さ
れ
に
く
く
、
隣
接
地
域
が
求
め
る

財
源
対
策
に
至
っ
て
な
い
。
（
隣
接
地
域
振
興
の
財

源
対
策
に
つ
い
て
）
新
た
な
交
付
金
制
度
も
含
め
、

国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

【

橋
本

竜
一

】
一
般
質
問

根
室
市
の
空
家
等
の
対
策
に
つ
い
て

（
質
問
）
市
の
対
策
計
画
に
よ
る
成
果
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

（
市
長
）
市
の
総
合
窓
口
が
設
置
さ
れ
て

以
来
、
現
在
ま
で
67
件
の
相
談
が
あ
り

指
導
を
行
っ
た
結
果
、
14
件
は
所
有
者

自
ら
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
。

（
質
問
）
条
例
化
な
ど
（
今
後
の
）
市
の
空

家
等
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

（
市
長
）
国
の
法
改
正
を
う
け
、
市
の
空

家
等
対
策
計
画
の
見
直
し
を
進
め
、
市

の
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
条
例
制

定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

（
総
務
部
長
）
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

示
せ
な
い
が
、
ま
ず
「
特
定
空
家
等※

」

の
認
定
に
向
け
た
市
の
基
準
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

（
質
問
）
高
齢
化
が
進
み
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
手

す
り
や
段
差
解
消
な
ど
福
祉
的
な
対
策
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
市
長
）
工
事
の
騒
音
・
振
動
、
建
物
の
構
造

の
改
修
が
必
要
で
、
入
居
者
が
い
る
市
営
住

宅
の
工
事
は
困
難
。
現
時
点
で
は
新
光
洋

団
地
の
み
で
改
修
。
今
後
は
来
年
度
の
計
画

見
直
し
時
に
入
居
者
の
意
向
を
確
認
し
、
物

理
的
に
可
能
な
限
り
居
住
環
境
に
配
慮
し

た
整
備
に
努
め
た
い
。

市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
に
つ
い
て

（
質
問
）
物
価
高
騰
の
な
か
で
、
低
所
得
者
の

減
免
制
度
を
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
。

（
市
長
）
公
平
性
の
観
点
か
ら
慎
重
な
検
討

を
要
す
る
も
の
だ
が
、
社
会
情
勢
や
他
市
町

村
の
状
況
を
参
考
に
拡
充
の
必
要
性
を
検

討
し
た
い
。

地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
・
福
祉
事
業
所
へ

の
支
援
に
つ
い
て

（
質
問
）
全
国
的
に
物
価
高
騰
や
人
材
確
保

な
ど
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
。
国
に
対
策
の

強
化
を
求
め
、
ま
た
市
と
し
て
も
独
自
の
支

援
策
を
検
討
す
べ
き
。

（
市
長
）
国
へ
地
域
医
療
の
確
保
と
充
実
の

要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護

福
祉
現
場
の
実
情
や
関
係
者
の
声
を
聞
く

機
会
を
増
や
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
策
を

調
査
・
研
究
す
る
。

市
立
根
室
病
院
の
経
営
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

（
質
問
）
外
部
の
専
門
家
や
有
識
者
に
よ
る

「
経
営
再
建
会
議
」
を
設
置
し
、
詳
細
な
経

営
分
析
と
対
策
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

（
市
長
）
院
内
の
会
議
な
ど
で
収
益
確
保
や

経
費
節
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
職
員
一

丸
で
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
着
実
な
経
営
強

化
プ
ラ
ン
の
実
行
と
今
後
の
決
算
状
況
等

の
検
証
を
踏
ま
え
、
病
院
事
業
管
理
者
（
今

年
度
か
ら
病
院
長
が
併
任
）
と
連
携
し
適
切
に

対
応
す
る
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

（
質
問
）
野
鳥
観
光
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

対
策
が
必
要
。
地
域
の
監
視
体
制
づ
く
り
の
必

要
性
を
訴
え
る
声
も
あ
る
。

（
市
長
）
根
釧
地
域
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
陽

性
確
認
は
Ｒ
6
年
82
件
（
Ｒ
5
年
25

件
）
。
道
と

の
連
携
を
基
本
に
、
市
独
自
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

る
注
意
喚
起
や
、
死
亡
野
鳥
の
回
収
作
業
、
検

査
結
果
に
応
じ
た
監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

（
質
問
）
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
体
制
の
充
実
が
必
要
。

（
教
育
長
）
適
応
指
導
教
室
「
ふ
れ
あ
い
く
ら
ぶ

弥
生
」
に
本
年
度
か
ら
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

の
相
談
役
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
員
を

配
置
。
道
教
委
と
協
働
で
メ
タ
バ
ー
ス
技
術
を

活
用
し
た
不
登
校
対
策
、
道
教
育
大
と
協
働
し

て
大
学
生
と
不
登
校
児
童
生
徒
の
オ
ン
ラ
イ
ン

座
談
会
な
ど
学
習
や
相
談
が
行
え
る
体
制
を
構

築
す
る
。
ま
た
教
職
員
の
講
演
会
や
「学
校
の
持

つ
全
体
の
雰
囲
気
」
を
科
学
的
に
調
査
・
分
析
す

る
学
校
風
土
調
査
の
実
施
な
ど
、
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
に
寄
り
添
っ
た
多
様
な
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
る
。

（
質
問
）不
登
校
の
高
校
生
に
つ
い
て
、
道
教
委
と

市
教
委
に
よ
る
所
管
の
違
い
は
あ
る
が
、
同
じ

「根
室
の
子
ど
も
」で
あ
り
、
高
校
生
に
対
し
て
も

相
談
、
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
高
校
側
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と

聞
く
。
心
理
学
者
と
ネ
ッ
ト
で
相
談
す
る
な
ど

様
々
な
対
応
を
含
め
、
根
室
の
子
ど
も
達
を
支

援
す
る
方
法
を
考
え
た
い
。
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市ふるさと応援寄付金
昨年度は１４６億円に

6月定例月議会の行政報告で
石垣市長は２０２４年度の根室市
のふるさと応援寄付金の受け入
れ実績を報告しました。

件数67万２８６５件、金額１４６
億９９０５万３４０３円。前年度から
件数で1.26倍、金額で1.17倍に。
関東関西の30歳代～50歳代
の若い世代が多く、また毎年寄
付して下さる方も20万人以上で
3割がリピーターとのこと。
このほか企業版ふるさと納税は
昨年度、市外企業8社から1,210
万円が寄せられています。
昨年度、ふるさと応援寄付金は
市が実施する151事業に約38億
9000万円が充てられ、地域医
療や子育て支援など幅広く活用
されています。

根室市内の管理不良空家の推移（件数）
（市消防本部による調査資料から）
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